
高

村

航

・

日

本

生

産

性

本

部

主

任

経

営

コ

ン

サ

ル

タ

ン

ト

の

話

　

コ

ン

サ

ル

テ

ィ

ン

グ

の

成

果

が

出

た

背

景

に

は

、

小

林

社

長

の

長

期

的

な

視

点

と

謙

虚

な

姿

勢

、

値

上

げ

の

断

行

が

あ

る

と

思

っ

て

い

る

。

　

将

来

の

事

業

承

継

を

見

据

え

、

先

送

り

せ

ず

に

今

か

ら

手

を

打

ち

、

経

営

改

革

を

行

っ

た

。

「

困

ら

な

い

経

営

」

「

持

続

可

能

な

経

営

」

を

掲

げ

、

従

業

員

の

生

活

を

守

ろ

う

と

い

う

意

識

が

非

常

に

強

い

社

長

が

、

提

言

を

し

っ

か

り

受

け

止

め

、

謙

虚

に

着

実

に

施

策

を

実

行

さ

れ

て

い

る

こ

と

に

敬

意

を

表

し

た

い

。

　

小

林

電

子

工

業

は

売

上

高

約

３

億

円

、

従

業

員

は

�

人

（

パ

ー

ト

含

む

）

の

中

小

企

業

だ

が

、

日

々

自

分

た

ち

の

行

っ

て

い

る

仕

事

の

成

果

を

信

じ

、

取

引

先

に

し

っ

か

り

説

明

を

し

て

値

上

げ

を

了

承

し

て

も

ら

っ

た

こ

と

で

、

同

社

の

損

益

分

岐

点

は

大

き

く

改

善

さ

れ

、

付

加

価

値

率

も

高

ま

っ

た

。

　

私

は

、

社

歴

の

長

い

中

小

企

業

で

強

み

の

な

い

企

業

は

な

い

と

思

っ

て

い

る

。

数

十

年

以

上

続

い

て

い

る

企

業

に

は

何

か

強

み

が

あ

る

は

ず

だ

。

当

た

り

前

だ

と

思

っ

て

い

る

こ

と

が

強

み

で

あ

る

こ

と

に

気

づ

い

て

い

な

い

企

業

や

、

自

社

の

強

み

を

明

確

に

言

語

化

で

き

て

い

な

い

企

業

が

多

い

。

そ

れ

を

洗

い

出

し

て

明

確

に

言

語

化

し

、

再

定

義

す

る

こ

と

は

と

て

も

大

事

な

こ

と

だ

。

　

「

Ｖ

Ｒ

Ｉ

Ｏ

分

析

」

（

経

済

的

な

価

値

、

希

少

性

、

模

倣

困

難

性

、

組

織

の

四

つ

に

お

い

て

、

自

社

の

経

営

資

源

が

他

社

に

比

べ

て

ど

の

く

ら

い

競

争

優

位

が

あ

る

か

を

分

析

す

る

フ

レ

ー

ム

ワ

ー

ク

）

に

「

独

自

の

歴

史

的

条

件

」

（

組

織

の

歴

史

が

競

争

優

位

性

の

形

成

に

影

響

を

与

え

る

）

と

い

う

概

念

が

あ

る

が

、

長

い

時

間

を

か

け

て

そ

の

企

業

が

獲

得

し

た

も

の

は

他

社

が

ま

ね

で

き

ず

模

倣

困

難

性

が

高

い

。

自

社

の

当

た

り

前

だ

と

思

っ

て

い

る

も

の

を

も

う

一

度

見

直

し

て

ほ

し

い

。

小

林

浩

・

小

林

電

子

工

業

代

表

取

締

役

の

話

　

高

村

コ

ン

サ

ル

タ

ン

ト

は

私

よ

り

も

若

い

が

熱

心

で

非

常

に

頼

り

に

な

る

。

相

当

、

努

力

を

重

ね

て

も

ら

っ

て

、

弊

社

に

寄

り

添

っ

て

も

ら

っ

て

い

る

。

　

長

男

は

製

造

の

指

揮

官

と

し

て

采

配

を

振

る

っ

て

い

た

が

、

経

営

、

財

務

、

営

業

に

は

関

わ

っ

て

い

な

か

っ

た

。

中

期

経

営

計

画

策

定

の

過

程

で

、

経

営

幹

部

の

３

人

は

、

高

村

コ

ン

サ

ル

タ

ン

ト

か

ら

、

戦

略

や

財

務

、

マ

ネ

ジ

メ

ン

ト

を

教

え

て

も

ら

っ

た

。

長

男

と

娘

婿

の

２

人

に

は

今

後

、

営

業

を

経

験

さ

せ

て

い

く

予

定

で

、

営

業

力

を

強

化

し

て

い

き

た

い

。

　

中

期

経

営

計

画

で

作

り

上

げ

た

理

念

や

ビ

ジ

ョ

ン

を

従

業

員

に

周

知

徹

底

し

、

み

ん

な

の

ベ

ク

ト

ル

を

合

わ

せ

て

い

き

た

い

。

８

月

１

日

に

は

全

従

業

員

を

集

め

て

、

中

期

経

営

計

画

の

説

明

会

を

実

施

し

た

。

理

念

や

ビ

ジ

ョ

ン

、

行

動

指

針

を

発

表

し

て

、

従

業

員

が

携

行

で

き

る

名

刺

サ

イ

ズ

の

カ

ー

ド

も

つ

く

っ

た

。

こ

れ

か

ら

は

朝

礼

な

ど

を

活

用

し

て

理

念

の

浸

透

を

図

っ

て

い

く

。

　

今

回

の

コ

ン

サ

ル

テ

ィ

ン

グ

の

一

番

の

成

果

は

、

経

営

幹

部

全

体

で

数

字

に

向

き

合

い

、

経

営

を

真

剣

に

考

え

る

き

っ

か

け

に

な

っ

た

こ

と

だ

。

中

期

経

営

計

画

を

つ

く

っ

て

終

わ

り

で

は

な

く

、

Ｐ

Ｄ

Ｃ

Ａ

を

回

し

て

進

捗

を

管

理

し

な

が

ら

次

の

打

ち

手

を

考

え

、

会

社

の

力

を

蓄

え

て

い

き

た

い

。

予

想

で

き

な

い

リ

ス

ク

が

い

つ

訪

れ

る

か

わ

か

ら

な

い

。

危

機

に

直

面

し

た

と

き

で

も

乗

り

越

え

ら

れ

る

よ

う

な

経

営

者

づ

く

り

が

今

後

の

課

題

だ

と

思

っ

て

い

る

。

プリント配線板を製

造する小林電子工業

　

小

林

電

子

工

業

（

本

社

＝

埼

玉

県

新

座

市

）

は

、

１

９

７

０

年

の

設

立

以

来

、

産

業

用

機

器

向

け

の

プ

リ

ン

ト

配

線

板

製

造

を

主

に

、

基

板

の

設

計

か

ら

部

品

の

実

装

ま

で

を

手

掛

け

て

い

る

。

コ

ン

サ

ル

テ

ィ

ン

グ

を

機

に

、

経

営

理

念

や

経

営

ビ

ジ

ョ

ン

を

定

め

、

中

期

経

営

計

画

の

策

定

を

通

じ

て

後

継

者

の

育

成

を

図

っ

て

い

る

。

今

年

４

月

か

ら

は

完

全

週

休

３

日

制

を

導

入

し

た

。

　

日

本

生

産

性

本

部

で

は

、

２

０

２

２

年

１

月

か

ら

、

高

村

航

・

主

任

経

営

コ

ン

サ

ル

タ

ン

ト

が

同

社

の

コ

ン

サ

ル

テ

ィ

ン

グ

を

行

っ

て

い

る

。

「

高

村

さ

ん

は

前

職

で

営

業

担

当

だ

っ

た

こ

ろ

か

ら

よ

く

知

っ

て

い

た

。

私

は

２

代

目

で

、

後

継

者

教

育

を

今

か

ら

準

備

し

て

お

き

た

い

と

思

っ

て

い

た

が

、

高

村

さ

ん

が

経

営

コ

ン

サ

ル

タ

ン

ト

に

な

っ

た

こ

と

も

あ

り

、

初

め

て

コ

ン

サ

ル

テ

ィ

ン

グ

を

受

け

た

」

（

小

林

浩

・

小

林

電

子

工

業

代

表

取

締

役

）

。

「

小

林

社

長

か

ら

は

『

自

社

の

強

み

が

よ

く

わ

か

ら

な

い

。

営

業

力

を

も

っ

と

強

化

し

た

い

』

と

い

う

話

も

聞

い

て

い

た

。

一

度

、

第

三

者

的

な

目

線

で

客

観

的

に

経

営

診

断

か

ら

始

め

ま

せ

ん

か

と

提

案

し

た

」

（

高

村

氏

）

。

　

そ

こ

で

、

財

務

分

析

、

事

業

分

析

、

従

業

員

満

足

度

調

査

な

ど

の

組

織

分

析

な

ど

を

実

施

し

、

改

善

策

を

立

案

・

検

討

し

た

「

経

営

総

合

診

断

報

告

書

」

を

�

年

７

月

に

作

成

し

た

。

　

報

告

書

で

は

、

①

経

営

理

念

と

具

体

的

な

ビ

ジ

ョ

ン

で

あ

る

「

５

年

後

の

あ

り

た

い

姿

」

と

事

業

戦

略

策

定

、

②

明

確

な

経

営

数

値

目

標

の

設

定

と

、

達

成

の

た

め

の

事

業

計

画

策

定

、

③

事

業

計

画

達

成

の

た

め

の

組

織

・

人

事

戦

略

の

策

定

の

三

つ

が

今

後

の

重

要

経

営

課

題

で

あ

り

、

三

つ

の

課

題

を

解

決

す

れ

ば

、

従

業

員

の

幸

福

度

が

高

ま

っ

て

、

今

後

の

成

長

と

発

展

に

つ

な

が

る

と

指

摘

し

た

。

　

こ

れ

ら

の

提

案

を

受

け

て

同

社

で

は

、

中

期

経

営

計

画

の

策

定

に

入

っ

た

。

小

林

社

長

と

３

人

の

経

営

幹

部

（

長

男

の

取

締

役

製

造

部

長

、

長

女

の

取

締

役

経

理

担

当

、

娘

婿

の

品

質

保

証

課

課

長

）

が

高

村

コ

ン

サ

ル

タ

ン

ト

の

指

導

を

受

け

、

具

体

的

な

内

容

を

検

討

し

て

い

っ

た

。

　

で

き

あ

が

っ

た

中

期

経

営

計

画

（

�

年

８

月

～

�

年

７

月

）

で

は

、

経

営

基

本

方

針

、

事

業

展

開

方

針

、

事

業

戦

略

と

具

体

策

、

組

織

マ

ネ

ジ

メ

ン

ト

、

ア

ク

シ

ョ

ン

プ

ラ

ン

、

数

値

計

画

な

ど

を

明

示

し

た

。

　

経

営

基

本

方

針

で

は

、

経

営

理

念

、

経

営

ビ

ジ

ョ

ン

、

行

動

規

範

、

行

動

指

針

を

定

め

た

。

事

業

展

開

方

針

で

は

、

５

年

後

の

経

営

ビ

ジ

ョ

ン

を

定

め

、

５

年

目

の

数

値

目

標

を

明

示

し

た

。

　

事

業

戦

略

と

具

体

策

で

は

、

高

利

益

率

を

維

持

し

た

ま

ま

販

売

量

を

増

加

さ

せ

る

こ

と

や

、

継

続

的

顧

客

開

拓

、

営

業

担

当

者

の

間

接

業

務

削

減

な

ど

に

取

り

組

む

こ

と

を

記

し

た

。

組

織

マ

ネ

ジ

メ

ン

ト

で

は

、

人

材

育

成

や

採

用

の

強

化

、

管

理

会

計

制

度

の

導

入

な

ど

に

触

れ

た

。

　

経

営

理

念

（

全

て

の

関

係

者

と

の

共

存

共

栄

を

目

指

す

）

と

経

営

ビ

ジ

ョ

ン

（

安

定

し

た

収

益

を

あ

げ

ら

れ

る

会

社

に

す

る

。

仕

事

に

や

り

が

い

を

感

じ

ら

れ

、

社

員

と

そ

の

家

族

の

幸

福

度

を

高

め

る

）

は

、

今

年

３

月

に

開

設

し

た

ホ

ー

ム

ペ

ー

ジ

に

掲

載

さ

れ

て

い

る

。

完

全

週

休

３

日

制

を

導

入

　

４

月

�

日

か

ら

は

完

全

週

休

３

日

制

を

導

入

し

た

。

１

日

８

時

間

勤

務

の

週

５

日

労

働

だ

っ

た

の

を

１

日

�

時

間

勤

務

の

週

４

日

労

働

（

平

日

に

祝

日

の

な

い

週

は

金

曜

日

が

休

日

）

に

変

え

た

の

で

、

週

の

労

働

時

間

は

変

わ

ら

ず

、

給

料

も

変

わ

ら

な

い

。

　

「

一

番

の

ね

ら

い

は

採

用

活

動

に

お

け

る

差

別

化

だ

。

週

休

３

日

制

は

電

子

業

界

の

プ

リ

ン

ト

配

線

板

製

造

企

業

で

は

業

界

初

だ

と

思

う

。

現

状

で

は

人

手

不

足

で

は

な

い

が

、

今

後

の

採

用

活

動

で

は

か

な

り

有

利

に

働

く

の

で

は

な

い

か

と

期

待

し

て

い

る

。

主

要

顧

客

に

は

、

週

の

労

働

時

間

は

変

わ

ら

な

い

か

ら

納

期

の

遅

延

は

な

い

と

説

明

し

、

理

解

を

得

た

。

導

入

し

て

ま

だ

間

も

な

い

が

、

生

産

性

が

高

ま

り

、

効

率

よ

く

モ

ノ

が

回

る

よ

う

に

な

っ

た

。

稼

働

日

数

が

減

り

、

電

気

代

が

軽

減

で

き

た

の

も

大

き

い

。

何

よ

り

も

社

員

の

モ

チ

ベ

ー

シ

ョ

ン

が

上

が

り

、

い

い

こ

と

尽

く

め

だ

」

（

小

林

社

長

）

。

「

ス

キ

ル

マ

ッ

プ

の

作

成

、

多

能

工

化

の

推

進

、

作

業

の

手

順

の

入

れ

替

え

な

ど

に

よ

っ

て

、

現

場

の

作

業

改

善

が

進

み

、

そ

れ

が

週

休

３

日

制

導

入

の

と

っ

か

か

り

に

な

っ

た

」

（

高

村

氏

）

。

　

遅

れ

て

い

た

Ｉ

Ｔ

化

に

も

手

を

付

け

た

。

ク

ラ

ウ

ド

サ

ー

ビ

ス

の

「

キ

ン

ト

ー

ン

」

を

導

入

し

、

業

務

や

作

業

の

見

え

る

化

を

行

い

、

効

率

化

や

共

有

化

を

促

進

さ

せ

た

。

　

そ

れ

ら

の

取

り

組

み

の

結

果

、

�

期

（

昨

年

８

月

～

今

年

７

月

）

の

決

算

は

、

３

期

連

続

の

黒

字

で

、

損

益

分

岐

点

は

９

ポ

イ

ン

ト

下

が

り

、

一

人

当

た

り

の

労

働

生

産

性

も

上

昇

し

た

。

　

「

様

々

な

調

査

や

分

析

を

実

施

し

て

、

経

営

幹

部

で

議

論

し

な

が

ら

、

よ

う

や

く

こ

れ

が

自

社

の

強

み

で

は

な

い

か

と

い

う

も

の

を

認

識

で

き

る

よ

う

に

な

っ

た

。

今

後

は

そ

れ

を

武

器

に

し

て

、

自

信

を

持

っ

て

営

業

活

動

を

進

め

て

い

き

た

い

」

（

小

林

社

長

）

。

　

　

　

　

◇

　

記

事

の

問

い

合

わ

せ

は

日

本

生

産

性

本

部

コ

ン

サ

ル

テ

ィ

ン

グ

部

、

電

話

�

（

３

５

１

１

）

４

０

６

０

ま

で

。


